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日本産草本植物の分類と地下器官の形態
（6）数属における種間の比較、その3＊
清水　建美＊＊
Tatemi　SHIMIzu＊＊：Taxonomy　and　Morphology　of　the　Subterranean　Organs　of　the
　　Japanese　Herbaceous　Angiosperms（6）Further　Interspecific　Comparison　in　Selected
　　Genera　3
ABsTRAcT：To　be　continued　from　the　previous　paper，　the　interspecific　mor－
phological　comparison　of　the　underground　organs　between　species　from　four　phaner－
ogamous　genera　and　between　species　from　three　genera　in　one　family．　They　are
、4死sαθ㎜s〃η伽〃2and∠1．α〃2μγ窃sθssp．夕obμs伽〃2（Araceae），Coη吻花s勿6‘sαand
C．α勿砺9泌（Fumariaceae），1輌o彪1ψ万〃勿ρθ砺cゴ1似’κ勿，R乃04io似γosθαand　Sθ吻勿
αたooη（Crassulaceae）andγic化α㎎μsτ加1勿andγ．〃ηガ⑭．　The　description　of
CoZy吻伝α〃2b宿微was　given　in　a　previous　paper．
Key　words：、4γ泌¢〃砿，　Corm，　Coη4硫s，　Crassulaceae，　Rhizome，γ『τ㌘
　第5報（清水　1993）に続き，テンナンショウ属，キケマン属，ベンケイソウ科の3属（ム
ラサキベンケイソウ属，イワベンケイ属，キリンソウ属），ソラマメ属からそれぞれ1，2種を
選び，同属あるいは近縁属の種間で地下部の外形的形質を比較し，記述した。とりあげた植物
は，マムシグサーヒロバテンナンショウ，ムラサキケマンーエゾエンゴサク，ミツバベンケイ
ソウーイワベンケイーホソバキリンソウ，ヤハズエンドウーナンテンハギの4組である。ただ
し・エゾェンゴサクについては既発表の資料（清水1987）を使用した・がZフ
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図1．マムシグサの芽生え
子葉鞘
　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
A：第1葉が3出複葉となる（Bは子葉部分の拡大），C　普通葉をもたない，　D：2年目の幼苗
Fig・1．　Seedlings　of／1ηsαε微z　sθ夕η’μ〃2．　A：Bearing　a　ternate　leaf（B：part　of　coleoptile），
　　　　C：Leafless，　D：Showing　a　young　plant　in　the　second　year．
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　　　　図2．マムシグサの根系
Fig．2．　Root　system　of、4冗sαθ勿αsθ物’〃勿．
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1－1．マムシグサ　、4死s％〃¢αsεγ励％〃2（Thunb．　ex　Murray）Schott（Figs．1－3）
　落葉性多年草。地下茎は球茎。偽茎は基部に向かって太く膨らみ，球茎に連なる。葉序は2
列斜生，鞘状葉は6枚，膜質，花後に残存しない。不定根は球茎の下から数えて第1，第2鞘
状葉の腋に列生し，太さ1－3mm，収縮根となり，伸長したものは密に横じわがあり，宿存根毛
を持つ。第1普通葉の葉鞘は，縫合線上で最も薄く，この試料では約1mm，背側で最も厚くて
幅約5mm，第2普通葉の葉鞘も縫合線上で最も薄い。偽茎の最内側中央に花茎（主軸）がある。
偽茎の外側第5，第6鞘状葉の腋には1個ずつ扁円錐形の腋芽を生じ，後者がより大きく，長
さ1．5cmにもおよび，偽茎は腋芽の位置でへこむ。腋芽は帽子状に重なりあった2，3枚の鞘状
葉と成長点からなる。偽茎の内部には，第1普通葉に腋生して，長さ5～7cmの大きな越冬芽が
1個つくられる。越冬芽の中には外から内へ6枚の鞘状葉と2枚の普通葉が並び，次々に内側
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　　　　　　　図3．
Fig．3．　Vertical　section　of　a　pseudostem　and　conn　of、4死sα〃辺sθ”α’μ初．
の器官を包む。芽中の鞘状葉は，外側の3枚は薄くて褐色を帯び，内側の3枚は白色でやや厚
い。第1普通葉には，既に翌々年の腋芽の原基がみられる。こうして，第1葉の腋芽が次々と主
軸になるので，分枝様式は仮軸分枝である。地下茎の型は邑田（1988）の第6タイプに当たる。
　子葉は地下性。褐色の種皮の中に1枚の子葉があり，のび出して子葉鞘をつくる。子葉鞘の
中から第1葉がでる。第1葉の葉身は，発達しないもの，単葉で3裂するもの，1回3出複葉
となるものがある。芽生えは，成長のよいものでは高さ3－5cm。葉柄の内部の基部に芽があ
る。初生根は2，3本。2年目の幼植物は，高さ5cm内外，基部に小さな球茎を生じ，球茎の
上部には4個の鞘状葉をつける。第1，第2鞘状葉は褐色で早落，第3，第4鞘状葉は白色で
普通葉の基部を包む。普通葉は1個，葉身は3小葉からなる。葉柄の内部基部に芽がある。不
定根は数個，第2鞘状葉の腋に列生する。
試料：（芽生え）1985年7月21日　長野県埴科郡戸倉町産（図1A，　B）および1994年2月25日
　　　　　　　採取　長野県堀金村産（図1C）
　　　（2年生）1989年4月29日採取　京都市貴船産（図1D）
　　　（成　株）1992年11月13日　金沢市丸の内金沢大学理学部付属植物園産（図2，3）
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　　　　　　　　ヒロパテンナンショウの根系
Fig＆Ro◎t　sy§tem　ofんイs砺㎜㈱κ纏磁s曲顕。励磁醐．
1－2。ヒロバテンナンショウ　A漉％砺㈱％傷8¢Maxim．　subsp．％oゐ雄輪　（Eng1．）
　　　　　　　　　　　　　　　　Ohashi　et　J．　Murata（Figs．4，5）
　落葉性多年草。地下茎は球茎。普通葉は1（－2）個。この試料では花茎が凋萎しており，偽
茎内に空洞がある。不定根はマムシグサ同様，第1，第2鞘状葉の腋に列生し，太く密に横し
わがあり，収縮根となる。宿存根毛を持つ。
　偽茎の基部，第5鞘状葉と第6鞘状葉に3（－4）個の横並びの腋芽を生ずる。中央の腋芽が
最も大きく，長さ7～1◎搬搬で主芽，両側は副芽である。ときに，第4鱗片葉にも腋芽を生ずる。
偽茎の内側中央には長さ5cmに達する大きな越冬芽を生じ，越冬芽は外側の3個の褐色の鞘状
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　　　　　　　　図5．ヒロバテンナンショウの偽茎および球茎の縦断
Fig．5．　Vertical　section　of　a　pseudostem　and　cgrm　gf∠4死sαθ吻α吻μ邪εκsθsubsp．π）b〃s’〃勿．
葉，内側の3個の白色の鞘状葉，1枚の普通葉および中心の花茎（主軸）からなる。普通葉の
腋には既に翌々年展開する芽の成長点がある。地下茎の型は，邑田（1988）の第7型である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料：1993年9月24日　金沢市郊外医王山産
2　ムラサキケマン　Coηぬ応‘η6地（Thunb．　ex　Murray）Pers．（Figs．6，7）
　越年草。春に芽生え，本葉を1－3葉開く。葉柄の基部は鞘状に広がり，中に順次上方の幼
葉を入れる。春にでた葉は葉柄の基部を残してやがて枯れる。夏後，残った葉柄の腋から新芽
を生じ，順次根生葉を展開する。このとき最初の2，3の葉は葉鞘部だけで葉身はできず鱗片
状，冬前に鱗片葉および通常葉の葉柄を残して再び葉は枯れる。図7Cの幼植物の地上茎（上
胚軸）は伸びていないが，土砂をかぶるなどした生育のよい個体では地上茎を1，2cmに伸ば
し，先端に数個の根生葉を叢生するし，また鱗片葉の腋から短い枝を伸ばすこともある。越冬
後残った鱗片葉の腋および根生葉の腋から地上茎を出し盛んに枝分かれして，花をつける。春
には根生葉は生じない。
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　　　鞘状葉
前年の根生葉痕
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　地下部は胚軸が膨大して塊根となり，子
葉柄と対生する2列の不定根を生ずる。塊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1葉根は成熟した株では長さ10mm，径6頂m，根
毛はない。
　塊根に連なる定根および不定根には微細
な宿存根毛を密生する。これに対し。エゾ
エンゴサクC．ambigua（清水　1987）は　地表面
球茎をつくる多年草で，古い球茎の中に
年々新球をつくり長年にわたって生存す
る。
試料：1992年5月21日　金沢市丸の内産
　　　（図6　図7A，　B）
　　　1985年10月10日　京都市岩倉花園産
　　　（図7C）
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図7。ムラサキケマンの芽生え　A：全形，B：基部の
　　拡大，C：塊根を持つ秋の幼植物
Fig．7　Seedling　of　CO轡4磁5斑ε磁悟）and　its　tuber
　　　in　SI）ring　（B＞　and　autumn　（C）
根生葉
の柄
子葉柄
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2年前の
　地上茎痕
今年の地上茎
　図8．ミツバベンケイソウの根系
Root　systern　of　1カ10’ε侮）万μ〃2〃εγガ6元〃α沈〃2．
3－1．ミツバベンケイソウ　助10τθ1幼万μ働％功εi1Zατμ勿（L．）H．Ohba　（Fig．8）
　落葉性多年草。根茎は一次根茎，太く，横に伸び，径1．5cmにおよび，時に分枝する。花がす
むと，地上茎は基部を残して枯死し，内部の組織は間もなくくずれ，中空になる。今年の地上
茎の下部には定芽，今年または前年に形成された新しい根茎部分には不定芽を生ずる。これら
の越冬芽（定芽および不定芽）は大小さまざま，翌年，大きい芽が伸長して地上茎をつくる。
したがって，根茎上の地上茎の配列は不規則であり，地上茎痕は必ずしも年齢順に並ばない。
　越冬芽は，芽鱗がなく，大きいもので長さ1cm，肉厚の微細な幼葉が3，4個ずつ輪生し数
段につく。芽の茎頂には微細な花序がつくられているが，上部の幼葉に覆われていて外からは
見えない。不定根は大小さまざま，宿存根毛はない。
　越冬芽の幼葉にも根茎にも不定根にも，細胞には楕円体の多数のデンプン粒がつまり，組織
はもろくてくずれやすい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料：1983年9月10日　木曽駒ヶ岳麓桂小場産
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　　　図9。イワベンケイの根系
Fig．9．　R◎碇＄ystem　of勘0吻似ダOSεα．
3－2。イワベンケイ　Rわ4《oZαwos砿L．　（Fig．9）
　落葉性多年草。根茎は二次根茎，太さ1－L5cm程度，短く分枝し，塊状を呈する。越冬芽は，
根茎の頂端に生じ，2◎数個の鱗片（芽鱗）に包まれる。芽鱗は茶褐色，細い三角形で外側では
長さ5－6m灘，内側では小さい。越冬芽の中心には成長点があり，いくつかの芽鱗の腋には，
さらに数個の微細な芽鱗に包まれた幼茎がある。この試料ではすでに幼茎に微細な幼葉や幼花
序を認めることができた。翌年，これらの幼茎がいくつも成長すれば，根茎の先に地上茎が叢
生することになる。成長した地上茎ははずれやすく，翌年，枯死し，大きな地上茎痕を残す。
しかし，根茎の表皮は薄く芽鱗痕は不明，地上茎の成長によって根茎はいびつな形になり，そ
の年齢や年間の伸長量は判定が困難である。
　不定根は，多数の細根を分枝，ときには径緬mにもなるが，はずれやすく，根茎上に多数の
不定根痕が見られる。その組織はくずれやすく，容易に細胞ごとに分解する。根にも根茎にも，
表皮や導管を除き，ミツバベンケイソウ同様すべての細胞に楕円体のデンプン粒が多数密に詰
まっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料：1983年8月28日　北アルプス雨飾山産
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　　　　　　図10．ホソバキリンソウの根系
　　地表面
越冬芽
3－3．ホソバノキリンソウ　S¢4〃勿α斑o％L．　（Fig．10）
　落葉性多年草。根茎は二次根茎，太さ径約1㎝，垂直に伸びる。今年の地上茎は，花がすむと
枯れるが，多少ともその基部は残り，葉柄痕の腋に裸の越冬芽をつける。越冬芽が2個以上伸び
れば，翌年の地上茎は複数できる。この試料では3年前の地上茎の基部両側の2個の腋芽が伸
び，前年の地上茎は2本，今年はそれぞれ1本の地上茎が生じた。越冬芽が細く伸びる場合は，
一見旬枝に見える。不定根は，よく肥大し，ところどころに不定芽を生じ，また小さな不定根の
痕が見える。不定芽はふつう伸びない。不定根の組織はもろく，くずれやすいが，地上茎と異な
り中空にはならない。イワベンケイやキリンソウ同様，柔細胞の結合は緩く，楕円形のデンプ
ン粒が密に詰まっている。宿存根毛はない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　試料二1986年9月14日　長野県南佐久郡川上村矢出原産
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　　　　　　図11．ヤハズエンドウの根系（上）と芽生え（右下）
Fig．11．　Root　system　ofγi6級伽gμs励）／扱（above）and　a　seedling（right　below）．
4－1　ヤハズエンドウ　カラスノエンドウ
　　　　　　　　　　　　　　　γゴε扱ακgz偲幼そ）1化L．（Fig．11）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1葉　1年草または越年草。茎は無毛，両側に細い縦の隆起線があっ
て角ばり，地表近～かムト～益枯す入箭に拝葦痴宿存する．コニ
根は径1－2mm，硬くて多くの側根を分出し，側根には宿存根毛
がある。根粒は，球茎ないし楕円形，ときに癒合して塊状になる。
　子葉は地下性。胚軸は長さ約3mm。葉はすべて互生，低出葉は
3個，狭三角形で長さ約2mm，最下の低出葉は3浅裂，第2低出
葉は3中裂，第3低出葉は5中裂する。普通葉は少なくとも第4　子葉
頂芽
托葉
第3
低出葉
第1低出葉
A難職1距脚吉of鷺批鍛i鷺G鍵d磁，　F蹴轍ダof翫i磁α，　K鋤a膿wa　U熟lv．翼ロ．膓7，呈鱒4　　且
今年のびた
地上茎
惨ノ．
今年のびた不定根
　　前年のびた
　　不定根
宿存根毛
4年前にのびた不定根
今年のびた
地上茎
　地表面
2年前の
分枝
前年の根茎
?
×1
　　　図鷲．ナンテンハギの根系
F絃、蕗。R◎碗sy庇鋤of脇磁纏癩轡α．
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4－2　ナンテンハギ　γic‘αμ励i㎎αA．　Br．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Figs．12，13）
　落葉性多年草。根茎は二次根茎，屈曲しつつ，ほぼ垂
直方向にのびる。地上茎は草質，中部の節間は5－10mm
程度，両側に細い隆起線があり，角ばる。茎の下部では
節間は次第に短くなり，最下のものは2－5mmほど。地
上部は年内に大部分枯死するが，基部の数節間は残存し，
木化して根茎に移行する。根茎にはところどころに不定
根が集中してつく。不定根の着生部位およびその上部の
1から数節間が，当該年に根茎となった部分である。こ
の部分には，分枝の跡や予備芽や未伸長の不定根が観察
される。この試料では，年間の根茎部分は長さ2－5cm，
4年前の根茎部分まで追跡できる。根茎の伸長の年によ
る違いは，自然的あるいは人為的に地表面の位置が変動
することによると考えられる。不定根には宿存根毛があ
り，前年のびた不定根にもなお認められる。
　子葉は地下性。葉はすべて互生するが，低出葉は3個，
狭三角形で長さ約1mm，第4節の第1葉には不完全な托
葉と不完全な葉身があり，通常葉は第5節から観察され
た。
試料：（根茎）1993年10月11日　松本市郊外産
　　　（実生）1986年9月29日　長野県埴科郡戸倉町産
　今回掲載した図は，すべて金沢大学理学部梅林正芳氏
の手になるものである。また同木下栄・郎氏には，材料
の提供などいろいろお世話を頂いた。両氏に厚く御礼を
申し上げる。
托葉＼
第2低出葉
地表面
第4葉
　　第2葉
第1葉
　　　　　　　　　　　　×1．25
　　図1aナンテンハギの芽生え
Fig．13．　Seedling　ofγ『c級z仇ガ㎎叱z．
第3葉
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